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本 研 究 で は 、 塩 処 理 が メ タ ン （ CH 4） 生 成 活 性 お よ び イ ネ の 生 育 に 及

ぼ す 影 響 、同 じ く イ ネ の 生 育 お よ び CH 4 生 成・放 出 の 相 互 関 係 に つ い て 、

ナ ト リ ム 障 害 緩 和 資 材 と し て の 石 膏 の 影 響 に 着 目 し て 調 査 が 行 わ れ た 。 

CH 4 生 成 は 低 塩 処 理 （ 30mmol L - 1） で は 増 加 、 一 方 、 イ ネ は 同 濃 度 よ

り 生 育 阻 害 が 見 ら れ た 。 灌 漑 水 中 の 全 有 機 炭 素 濃 度 （ TOC） は 、 塩 類 土

壌 で は 非 塩 類 土 壌 よ り 有 意 に 増 加 し 、塩 処 理 に よ り 増 加 し た イ ネ の 枯 死

葉 あ る い は 根 浸 出 物 の 影 響 が 示 唆 さ れ た 。大 気 へ の CH 4 放 出 量 は 低 塩 処

理 で は 、コ ン ト ロ ー ル と 有 意 な 差 は な く 、生 成 CH 4 の イ ネ 植 物 体 経 由 の

放 出 経 路 が 、生 育 阻 害 に よ り 減 少 し た た め と 考 え ら れ た 。土 壌 CH 4 生 成

量 は 石 膏 施 用 の 増 加 に 伴 い 減 少 し た 。こ れ は 石 膏 に 含 ま れ る 硫 酸 に よ り

硫 酸 還 元 菌 が 活 性 化 し 、 CH 4 生 成 菌 と TOC の 競 合 が 生 じ た た めと 考え ら

れ た 。石 膏 施 用 に よ る 土 壌 CH 4 生 成 量 の 減 少 量 は 、塩 類 土 壌 で は 非 塩 類

土 壌 よ り 少 な く 、 塩 類 土 壌 条 件 下 で は 基 質 の 供 給 が 多 く 、 CH 4 生 成 量 が

多 い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

本 研 究 は 、 塩 類 土 壌 に お い て CH 4 生 成 、 土 壌 条 件 、 イ ネ の 生 育 状 況 、

石 膏 施 用 の 影 響 を 合 わ せ て 解 析 し た 初 め て の 研 究 で あ る 。塩 類 土 壌 に お

け る 稲 作 栽 培 に 大 い に 貢 献 す る も の と 評 価 さ れ た 。  

以 上 の よ う に 、本 論 文 は 、多 く の 新 し い 知 見 を 有 す る こ と 、論 文 の 内

容 、構 成 お よ び 公 表 論 文 な ど か ら 、本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 は 、全 員 一 致

し て 、本 論 文 が 博 士 (農 学 )の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 が あ る も の と 判 断

し 、 合 格 と 判 定 し た 。  

 

【 論 文 の タ イ ト ル 変 更 に つ い て 】  

本 研 究 の タ イ ト ル は 「 E v a l u a t i o n  o f  m e t h a n e  p r o d u c t i o n  a n d  e m i s s i o n  f r o m  

s a l i n e  p a d d y  s o i l s  i n  r e l a t i o n  t o  g r o w t h  a n d  r o o t  e x u d a t i o n  o f  r i c e  p l a n t s 」であっ

たが、本 論 文 では、石 膏 施 用 の解 析 に重 点 が置 かれているため、本 学 位 論 文

審 査 委 員 会 で 石膏施用 をした研 究 条 件 であることを明 記する必 要 が指 摘 され

た。よって、本論文のタイトルを「 In f l u en c e  o f  g yp s u m  ap p l i c a t i o n  o n  m e t h an e  

p r o d u c t i o n  a n d  em i s s i o n  f r o m  s a l i n e  p ad d y s o i l s  i n  r e l a t i o n  t o  g r o w t h  a n d  

r o o t  ex u d a t i o n  o f  r i c e  p l a n t s 」と変更することとなった。 


